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受
賂
書
主
要
丈
献
目
録

　
　
　
　
　
　
　
　
（
昭
和
三
一
年
九
月
分
）

　
　
は
　
し
　
が
　
き

最
虹
、
當
法
學
研
究
會
（
ま
た
は
法
學
部
研
究
室
）
宛

に
寄
晒
さ
れ
る
書
籍
お
よ
び
雑
誌
は
、
か
な
り
多
数
に
上

り
、
わ
れ
わ
れ
の
研
究
に
多
大
の
便
宜
が
あ
た
え
ら
れ
て

い
る
こ
と
は
、
ま
こ
と
に
威
謝
に
た
え
な
い
し
だ
い
で
あ

る
。
そ
こ
で
、
今
後
本
欄
に
、
受
賦
書
を
明
記
し
て
、
御

寄
贈
下
さ
つ
た
各
位
に
罫
し
、
威
謝
の
意
を
表
す
る
と
と

も
に
、
受
購
書
の
主
な
る
内
容
を
も
掲
載
し
て
、
同
學
の

便
宜
を
圃
る
こ
と
と
し
た
。

　
　
凡
　
　
　
例

｝
、
掲
載
は
、
和
書
お
よ
び
中
國
書
・
洋
書
に
大
別
し
・

　そ

れ
ぞ
れ
箪
行
書
・
薙
誌
ご
と
に
到
着
順
に
よ
る
。
但

　
し
、
週
刊
・
旬
刊
の
ご
と
ぎ
も
の
は
、
適
宜
に
ま
と
め

　
て
お
い
た
。

二
、
内
容
細
目
は
、
頁
数
の
都
合
上
、
原
則
と
し
て
、
翠

　
行
書
は
目
次
の
程
度
に
、
ま
た
雑
誌
は
主
要
な
論
読
・

　
資
料
の
み
に
限
定
す
る
。

三
、
原
則
と
し
て
法
學
、
政
治
學
・
肚
合
學
に
關
係
あ
る

　
も
の
に
限
り
、
全
く
關
係
の
な
い
も
の
は
割
愛
す
る
。

受
贈
書
主
要
丈
献
目
録

　
松
本
卓
奥

精
紳
鑑
定
の
研
究

　
　
ー
刑
事
事
件
に
お
け
る
精
紳
鑑
定
の
實
護
的

　
　
　
研
究
ー

　
　
（
法
務
研
究
報
告
書
四
四
集
一
號
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
法
務
硯
修
所

　
第
一
篇
　
総
　
論

　
　
第
一
章
　
刑
事
事
件
に
お
け
る
精
紳
鑑
定
、
第

　
　
二
章
　
精
紳
鑑
定
の
目
的
と
範
園
、
第
三
章

　
　
鑑
定
手
績
と
鑑
定
事
項
、
第
四
章
　
精
紳
鑑
定

　
　
の
實
態
、
第
五
章
　
精
神
鑑
定
書
の
謹
撮
法
上

　
　
の
諸
問
題
、
第
六
章
　
鑑
別
制
度
、
第
七
章

　
　
保
安
塵
分

　
第
二
篇
　
各
　
論

　
　
第
一
章
　
精
神
薄
弱
、
第
二
章
　
精
紳
分
裂
病
、

　
　
第
三
章
　
畳
醒
劃
中
毒
、
第
四
章
　
酒
精
中
毒

　
栗
原
一
夫

保
護
観
察
に
お
け
る
ケ
馨
ス
ワ
ー
ク
に
つ
い
て

　
　
（
同
二
號
）

　
第
一
章
　
保
護
観
察
に
お
け
る
ケ
ー
ス
ワ
ー
ク
の

　
　
　
　
意
義

　
第
二
章
　
保
護
観
察
封
象
者
の
理
解

　
第
三
章
　
保
護
観
察
を
行
う
者
（
ケ
ー
ス
ワ
：
カ

　
　
　
　
ー
論
）

　
第
四
章
　
言
語
の
問
題

　
第
五
章
　
記
録
を
め
ぐ
る
諸
間
題

　
第
六
章
　
改
善
更
生
の
過
程

終
職
後
に
お
け
る
國
際
私
法
に
關
す
る
へ
置
グ
條

約
案
（
三
）

　
　
（
法
務
贅
料
三
四
〇
號
）

フ
ラ
ン
ス
執
行
吏
制
度

　
　
（
同
三
四
一
號
）

ド
イ
ツ
連
邦
共
和
國
行
政
裁
勃
所
法
草
案

　
　
（
同
三
四
二
號
）

法
務
（
司
法
）
資
料

　
　
　
　
　
　
　
　
　
既
刊
目
録

司
法
制
度
調
査
資
料

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
法
務
圖
書
館

制
例
原
稿
（
六
部
）
　
幅
岡
高
等
裁
剣
所
贅
料
室

明
治
大
學
刑
事
博
物
館
目
鋒
（
八
號
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
明
治
大
學
刑
事
博
物
館

武
藤
和
夫

日
本
貨
幣
法
制
史

　
　
ー
日
本
に
於
け
る
貨
幣
の
登
建
・
特
に
三
重

　
　
　
縣
に
於
け
る
藩
札
及
び
私
札
の
碑
究
－

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
重
大
學
法
制
史
學
會

財
政
と
金
融
（
三
和
叢
書
・
一
般
経
濟
篇

　
　
　
　
　
　
七
三
　
　
　
（
二
一
九
五
）

（
2
）
）



受
贈
書
主
要
丈
献
目
録

三
和
銀
行

　
　
松
山
商
大
論
集
（
七
巻
一
號
）

　
　
　
　
　
　
　
　
松
山
商
科
大
學
商
経
硯
究
會

　
　
中
小
企
業
協
同
組
合
（
一
一
巻
七
號
）

　
　
　
　
　
全
國
中
小
企
業
等
協
同
組
合
中
央
會

　
　
刑
政
（
六
七
巻
九
號
）
　
　
　
　
刑
務
協
會

　
　
赴
會
科
學
討
究
（
二
巻
一
號
）

　
　
　
　
　
　
　
早
稻
田
大
學
肚
會
科
學
硯
究
所

勢
働
基
本
椹
序
説
　
　
　
　
　
　
　
　
野
村
　
李
爾

株
式
會
社
法
と
取
締
役
會
の
優
位
　
　
大
野
　
實
雄

中
國
に
お
け
る
杜
會
保
障
　

横
山
宏

　
　
肚
會
科
學
研
究
（
七
巻
五
號
、
六
號
）

　
　
　
　
　
　
　
　
東
京
大
學
肚
會
科
學
研
究
所

　
　
石
川
勢
働
時
報
（
一
〇
五
號
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
石
川
縣
勢
政
課

　
　
税
法
學
（
六
八
號
）
　
　
　
日
本
租
法
學
會

税
法
解
繹
の
基
本
原
理
（
七
）
　
　
　
中
川
　
一
郎

租
税
債
権
に
よ
る
債
椹
者
代
位
（
二
）
吉
良
　
　
實

　
　
青
山
縷
濟
論
集
（
八
巻
二
號
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
青
山
學
院
大
學
経
濟
學
會

憲
法
改
正
作
用
の
理
論
的
硯
究

　
　
ー
H
・
●
エ
ー
ム
ケ
の
所
読
を
中
心
と
し
て
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
林
　
孝
輔

　
　
自
治
研
究
（
三
二
巻
八
號
）
　
良
書
普
及
會

一
事
不
再
議
に
つ
い
て
の
疑
問
　
　
　
高
辻
　
正
巳

給
與
に
關
す
る
報
告
及
び
勧
告
に
つ
い
て
（
じ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
瀧
本
　
忠
男

海
岸
法
の
成
立
と
そ
の
蓮
管
　
　
　
　
粟
屋
　
敏
信

地
方
議
會
解
散
の
實
質
的
要
件
（
二
）
田
中
　
正
巳

　
　
ジ
ュ
リ
ス
ト
（
一
二
號
）
　
有
斐
閣

沖
縄
土
地
問
題
と
そ
の
周
邊
　
　
　
　
入
江
啓
四
郎

日
本
國
憲
法
成
立
史
（
二
七
）
　
　
　
佐
藤
　
蓬
夫

　
　
同
（
一
一
二
號
）

新
聞
及
び
雑
誌
の
◎
記
號
の
表
示
と
作
家
の
椹
利

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
法
貴
衣
郎

イ
タ
リ
ア
憲
法
に
お
け
る
國
際
關
連
條
項
の
解
繹

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
皆
川
　
　
洗

日
本
國
憲
法
成
立
史
（
二
八
）
　
　
　
佐
藤
　
蓮
夫

　
　
裁
判
所
時
報
（
一
二
三
號
、
二
一
四
號
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
最
高
裁
剣
所
事
務
総
局

　
　
　
　
　
七
四
　
　
　
　
（
一
二
九
六
）

　
　
法
律
新
聞
（
一
五
貌
－
一
八
號
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
法
律
新
聞
肚

　
　
金
融
法
務
事
情
（
一
一
五
號
ー
一
一
七
號
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
金
融
財
政
事
情
研
究
會

　
　
勢
政
時
報
（
一
三
九
一
號
ー
一
，
三
九
四
號
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
勢
務
行
政
研
究
所

　
　
勢
働
法
令
通
信
（
九
巻
三
一
號
ー
三
三
號
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
勢
働
法
令
協
會

　
　
日
勢
研
資
料
（
九
巻
二
三
號
－
二
五
號
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
日
本
勢
働
研
究
所

　
　
選
暴
（
九
巻
九
號
）

　
　
　
　
　
都
道
府
縣
選
畢
管
理
委
員
會
連
合
會

　
　
公
正
取
引
（
七
四
號
）
　
　
公
正
取
引
協
會

　
　
名
城
法
學
（
六
巻
一
・
二
號
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
名
城
大
學
法
學
會

日
本
國
憲
法
は
民
定
な
り
や
　
　
　
　
小
森
　
義
峯

民
主
政
と
は
何
か

　
　
ー
G
・
ヴ
ェ
デ
ル
を
て
が
か
り
と
し
て
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
霜
田
美
樹
雄



詐
害
行
爲
取
消
椹
に
お
け
る
善
意
・
悪
意
の
立
謹

　
責
任

　
　
ー
附
・
否
認
椹
に
、
お
け
る
善
意
悪
意
の
立
謹

　
　
　
責
任
－
　
　
　
　
　
　
　
　
早
川
　
　
登

　
　
ア
メ
リ
カ
耳
ナ
（
二
巻
九
號
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
米
國
大
使
館
丈
化
交
換
局

自
由
の
無
形
的
支
持
者
　
　
　
　
　
G
・
カ
ゥ
ソ
ッ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
課
）
大
柴
　
　
衛

　
　
調
査
月
報
（
八
巻
九
號
）
　
　
　
第
一
銀
行

　
　
イ
ン
ヴ
ェ
ス
ト
メ
ン
ト
（
九
巻
七
號
）

　
　
統
計
月
報
（
七
巻
七
號
、
八
號
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
阪
謹
券
取
引
所

　
　
申
央
勢
働
時
報
（
三
〇
三
號
）

　
　
勢
働
委
員
會
速
報
（
三
六
一
號
、
三
六
二
號
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
螢
委
會
館

大
陸
問
題

（
五
巻
一
〇
號
）

　
　
　
　
　
大
陸
問
題
研
究
會

脛
濟
論
叢
（
二
九
巻
三
號
）

　
　
　
　
　
　
　
　
香
川
大
學
経
濟
研
究
所

受
贈
書
主
要
丈
献
目
録

合
田
報
　
（
山
ハ
一
號
）

旱
稻
田
商
畢
（
一

東
京
株
式
懇
話
會

二
三
號
）

　
　
早
稻
田
商
學
同
攻
會

　
　
法
輕
論
集
（
四
號
）

　
　
　
　
静
岡
大
學
法
経
短
期
大
學
部
法
経
學
會

日
本
マ
ル
ク
シ
ズ
ム
政
治
學
の
（
序
論
的
）
課
題

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
柴
田
　
高
好

日
本
選
畢
年
表
（
一
）
　
　
　
　
　
　
上
杉
重
二
郎

　
　
法
學
新
報
（
六
三
巻
九
號
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
央
大
學
法
學
會

マ
ッ
ク
ス
・
ウ
エ
バ
ー
に
於
け
る
指
導
者
デ
モ
ク

　
ラ
シ
ー
の
理
念
　
　
　
　
　
　
　
　
小
松
　
春
雄

勢
働
同
盟
と
濁
立
勢
働
黛
　
　
　
　
　
横
山
　
桂
次

辛
亥
革
命
と
日
本
の
輿
論
　
　
　
　
　
曾
村
　
保
信

ア
メ
リ
カ
の
二
大
政
黛
政
治
　
　
　
　
伊
藤
　
　
動

　
　
警
察
學
論
集
（
九
巻
九
號
）

肚
會
主
義
思
想
の
歴
史
　
　
　
　
　
　
關

警
察
に
お
け
る
組
合
活
動
の
限
界
（
下
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
元

統
一
職
線
職
術
に
つ
い
て
（
八
）
　
　
田
中

瞥
察
大
學
校嘉

彦
重秀
之之

　
　
法
學
雑
誌
（
三
巻
二
號
）
　
大
阪
市
立
大
學

最
低
賃
金
論
序
読
（
一
）
　
　
　
　
　
水
島
密
之
亮

「
モ
ー
セ
法
ロ
ー
マ
法
封
照
」
を
手
掛
り
と
す
る

　
奮
約
聖
書
律
法
に
就
い
て
　
　
　
赤
井
　
　
節

イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
委
任
立
法
（
二
・
完
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田
村
　
浩
一

フ
ラ
ソ
ス
贈
與
法
の
特
殊
性
　
　
　
　
鈴
木
ハ
ッ
ヨ

損
害
賠
償
と
潜
在
的
後
嚢
的
事
情
の
考
慮
（
二
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
植
林
　
　
弘

　
　
同
志
肚
法
學
（
三
七
號
）
　
同
志
肚
法
學
會

政
窯
の
組
織

　
　
ー
デ
ユ
ヴ
ュ
ル
ジ
ェ
の
見
解
を
通
し
て
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
松
堅
太
郎

世
界
政
治
の
構
造
（
中
）

　
　
ー
「
世
界
政
治
學
」
の
確
立
の
た
め
に
（
三
）
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岡
倉
古
志
郎

ル
ノ
ー
（
即
O
ロ
”
喜
）
と
近
代
株
式
會
杜
法
學

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
服
部
　
榮
三

地
方
自
治
制
の
沼
革
（
二
）
　
　
　
　
高
橋
　
貞
三

ピ
ル
グ
リ
ム
・
フ
ァ
ー
ザ
ス
0
法
思
想

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
金
山
　
正
信

農
地
法
の
基
本
問
題
（
一
）
　
　
　
　
加
藤
　
正
男

都
市
問
題
研
究
（
八
巻
九
號
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
都
市
間
題
研
究
會

　
　
　
　
七
五
　
　
　
（
一
二
九
七
）



受
贈
書
主
要
丈
献
目
録

　
　
郷
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